
栃木県教育委員会指定研究学校（人権教育）研究のまとめ

足利市立御厨小学校

Ｉ研究の 概要
１研究主題

互いに認め合い支え合いながら，生き生きと活動できる児童の育成
～子どもの心の声を感じ取れる教師を目指して～

２研究主題設定の理由

（１）今日的課題から

「基本的人権」は，誰もが保障されなければならない大切な権利である。しかしな
がら，同和問題をはじめとするｊ女性，子ども，高齢者，障害者，外国人など様々な
人権に関する課題が存在している。

栃木県教育委員会は，栃木県人権教育基本方針の中で，「人権の共存を人権尊重の

理念とし，人権教育を人権尊重の精神の酒養を目的とする教育活動ととらえ，人権教
育が，様々 な人権に関する課題解決において極めて大きな役割をもつ」と述べて，人
権教育を推進している。

また，足利市教育委員会は学校教育指導計画の中で「学校における人権教育は，教

育活動全体を通じ，人権を尊重した差別のない人間関係の育成を目指して，計画的，
組織的に推進されるものである」と述べて，同和問題をはじめ様々な人権問題解決に
果たす学校教育の重要性を示している。

（２）本校の教育目標から

本校では学校創立以来の精神である「求仁得仁」の糖神を生かし，心の教育の推進

を基盤として学校の教育目標のもとに，日々の全教育活動のおいてその具現化に努め
ている。

安の教育目一標

「豊かな心をもち，自ら進んで行動し，粘り強く，ともに伸びる子どもの育成」

○かしこい子・基礎･基本を身につけ，自ら学ぶ子

・めあてをもって，筋道を立てて考える子

・自ら考え，力を合わせて，進んで行動する子

○たくましい子・心と身体の健康を鍛え，自立に向かって努力する子

・基本的生活習慣を確立し，道徳的実践に取り組む子

・目標に向かって，最後まで努力する子

○やさしい子・自他の生命や，相手の気持ちを大切にする子

・自然に親しみ，豊かな感性のある子

・わがままをおさえ，互いの個性を認め合いながら，

自分の個性を生かす子
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の

特に，「やさしい子」の育成では，かけがえのない子どもたち一人一人のよさを生

かし，共感と支援を基盤として，日々の教育活動に取り組んでいる。そこでは，本校

人権教育目標の「互いの『よさ』を認め合い，主体的に考え正しく判断し，生き生き

と活動できる児童を育成する」が中核になると考える。

（３）児童の実態から

本校の児童は明るく素直で学習や係活動に一生懸命取り組む姿が見られるが，学習

や学校行事で自ら学び行動するという主体性がやや不十分であった。そこで，児童一

人一人のよさや可能性を生かすことを基本に据え，学ぶ楽しさを味わう体験を重ねる

ことをとおして自己教育力の向上を図り，主体的に活動する児童の育成を目指して授

業実践を重ねてきた。

また，子ども同士の交友関係が年々狭まり，人間関係も希薄になる傾向が見られる

ため，異年齢集団を意図的・計画的に作り，縦割班共遊や児童集会等の場で，様々な

交流活動を実践してきた。さらに，地域の高齢者等との交流の機会を増やし，多様な

年齢や立場の人々とのふれあいをとおして，地域内外に目を向け，社会の一員として

自分たちにできることを実践しようとする態度を育ててきた。

その結果，異学年間の助け合いが見られるようになり，異年齢活動における人間関

係も円滑になってきているように思われる。

しかし，自分の考えや思いを表現することが苦手なため誤解されたり，相手の意見

を受容的に受けとめることができないために互いに気まずい思いをしたりする児童も

少なくない。また，教師からの指示を待っていたり，発言力のある一部の児童の意見

に流されてしまったりする傾向も見られる。

つまり，相手に対する思いやりの気持ちや善悪を判断する力は育ってきているが，

自分の思いや考えを相手にきちんと伝えたり，分かってもらえるようにていねいに説

明したりする豊かな表現力や強い意志が十分育っていないと思われる。また，身近な

問題を自分自身の問題として正しくとらえ，自ら解決しようとする実践力にやや欠け

る傾向にある。

そこで，互いのよさを認め合い支え合える温かな集団づくりを目指した学級経営を

基盤に，互いがそれぞれの思いや考えを受容し合える態度を育て，様々な場面で主体

的に考え正しく判断し，生き生きと活動できる児童を育成しようと考え，冒頭のよう

な研究主題を設定した。
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３研究の全体構想

･日本国憲法・教育基本法

･学校教育法・学習指導要領

･県の教育方針・市の教育方針

･児童の実態

･保護者の実態

･地域の実梢

･教師の実態

･社会の要諭

･保護者の願い

･教師の願い

学校教育目標

･同和対策審璽会答申

・人槽敏育のための国連１０年国内行動

計画・県人梅教育基本方針・市人楢教

育指導方針

人権教育目標

互いの｢よさ｣を鯉め合い,主体的に考え正

しく判断し,生き生きと活動できる児童

人権教育目標

研宝主唖

互いに麗め合い支え合いながら生き生きと活動できる児童の育成

～子どもの心の声を感じ取れる教師を目指して～

詩三雲芸率筆型筈=署二三
二三王見ﾌﾟロ矢０惟主 唾モー畳'臆Ｅ 半Ｕ迷斤プロ 雲亘展麦ﾌﾟロ

物事を科学的･合

理的に考え,正し

く判断すること

ができる

自分なりの考え

や思いを，自分な

りの方法で相手

にわかりやすく

伝えることがで

きる

相手の気持ちや

立場を理解する

ことができる

偏見や差別に気

付き，その要因や

背景を正しく理

解することがで

きる

互いのよさを認

め合い,励まし合

いながら,問題を

解決することが

できる

相手の気

を理解し，

を蝿め合し

かな人間

生き生き

る児童の７

石子Ｆ夢宅０つイ辰乏冒兎

（１）教師自らが入梅感覚を磨き，学年・学級経営を基盤として，一人一人の心に寄り添い，

思いやりのある温かい人間関係づくりをしていけば，互いに認め合い支え合いながら

行動できる児童の育成が図れるであろう。

（２）全教育活動をとおして，自分がかけがえのない存在であるという自尊感情を育み．

互いの個性を認め合い支え合う心を育てれば，正しく判断し，粘り強く課題を解決し

ようとする児童の育成が図れるであろう。

（３）保護者，地域とも連携し，多様な人々との心の交流を図り，個を生かす手立てを工

夫すれば，豊かな人間関係の中で生き生きと活動できる児童の育成が図れるであろう。
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調査・啓発実践活動授業研究

児童の実態や地域の

実情の把握と，人権教
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協力が得られる啓発

の工夫による人権意

識の高揚

児童の実

実情の把ｊ

青への正

協力が得

の工夫に

識の高揚

一人一人を見つめる教育の実践

相手の気持ちや立場

を理解し，互いのよさ
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かな人間関係の中で

生き生きと活動でき

る児童の育成を図る

¥ちゃ立場

互いのよさ

ながら，豊

§係の中で

g活動でき

成を図る

基礎・基本の定蒲と学

ぶ楽しさを味わいな

がら，合理的なものの

見方・考え方や豊かな

表現力を身につけら

れる授業の工夫

)定蒲と学

味わいな

りなものの

『や豊かな

につけら

二夫

学級経営 互いのよさを認め合い励まし合いながら，生き生きと活動できる学級集団の育成

人権問題に対する認識の深まり

9５－



４研究主題のとらえ方

（１）「互いに認め合い支え合う」とは

集団の中で，自他のよさや思いを尊重し合いながら自分らしく生活しようとする態

度ととらえた。

自他のよさや思いを尊重し合うためには，互いの立場や気持ちを受容的な態度で受

けとめ合い,偏見に縛られず相手を豊かなイメージで受けとめられる感性を身につけ，

互いの存在を認め合うことが必要である｡また，他者の行為や態度の意味を真剣に受

けとめ個性を尊重することは，自分と同じように他者を大切に考え互いに支え合うこ

とにつながると考えた。

（２）「生き生きと活動できる児童」とは

課題解決に向けて，自分の考えをしっかりもち，正しく判断しその判断に基づいて

粘り強く明るく行動できる児童ととらえた。

自分自身を肯定的に理解し，自分に自信をもち，自分の存在を価値あるものと受け

とめられる自尊感情を育てることが，主体的に判断し，課題解決に向けてよいと思っ

たことを進んで実践する力を伸ばすことにつながると考えた。

また，課題解決に向けて行動を起こそうとするときには，他者との相互理解が不可

欠である。相互理解，意思疎通のためには，様々な相手にていねいに自分の考えや思

いを表現できる技能を身につけなくてはならない。他者を傷つけることなく自己表現

ができる能力を育てていくことが，互いの個性を受容し合える人間関係づくりにつな

がり，人権尊重の教育の具現化にもつながると考えた。

（３）副主題「子どもの心の声を感じ取れる教師」について

教師が自らの人権感覚を磨き，子ども一人一人の心に寄り添い，心の声に耳を傾け

ながら互いのよさや違いを認め合える集団を育てていこうとするとき，子どもの心の

中にも支え合い励まし合おうとする連帯感が生まれてくるものと考える。このように，
教師の深い児童理解と個々 の児童に合った積極的な支援の積み重ねが子どもの変容を
促すものと考えた。なお，足利市においては長い間，同和教育をはじめ様々 な人権問
題解決に果たす学校教育の重要性を示し，教師に視点を当てて継続研究をしてきた。
本校でもこれを受け，教師と子どもの信頼関係がとても大切だという視点に立って，
この副主題を設定した。

そして，教師が保護者や地域と手を携えながらヅ子ども一人一人が確かに成長でき

る条件を整え〆子どもを取り囲む様々な環境に配慮しながら，豊かな人間関係を育む
教育実践を積み重ねたい。

５研究の仮 説

（１）教師自らが人権感覚を磨き，学年ｐ学級経営を基盤として，一人一人の心に寄り

添い，思いやりのある温かい人間関係づくりをしていけば，互いに認め合い支え合
いながら行動できる児童の育成が図れるであろう。

（２）全教育活動をとおして，自分がかけがえのない存在であるという自尊感情を育み，
互いの個性を認め合い支え合う心を育てれば，正しく判断し，粘り強く課題を解決
しようとする児童の育成が図れるであろう。
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（３）保護者，地域とも連携し，多様な人々との心の交流を図り，個を生かす手立てを

工夫すれば，豊かな人間関係の中で生き生きと活動できる児童の育成が図れるであ

ろう。

６人権教育で目指す児童像と育てたい能力・態度

本校の児童の実態を踏まえ，研究主題に迫るために，目指す児童像と育てたい能力

や態度を検討し，設定した。

（１）人権教育で目指す児童像と「育てたい能力・態度」との関連

【目指す児童像】【育てたい能力・態度】

○自分の考えをしっかりもち，豊か

に表現できる子

○正しく判断し，課題解決に向けて

よいと思ったことに主体的に取り組

める子一

○自他のよさや思いを尊重しあいな

がら，生き生きと活動できる子

（２）発達段階に応じて育てたい能力９態度

育てたい能力・態度 ｲ丘邑今全年二

図ﾛロ『一生．

偏見や差別に気 だれとでも仲良

○偏見や差別に気づき，そ

の要因や背景を正しく理解

できる。〈知性〉

○相手の気持ちや立場を理

することができる。

〈感受性〉

○物事を科学的・合理的に

考え，正しく判断すること

が で る 。 〈 判 断 力 〉

○自分なりの考えや思い

を，自分なりの方法で相手

にわかりやすく伝えること

ができる。〈表現力〉

○互いのよさを認め合い，

励まし合いながら，問題を

解決することができる。

が〈実践力〉

中学年畠 高学年

外見や能力など 日常生活の中に■■

づき，その要因や

背景を正しく理解

くし ， 困っていた｜の違いで

夕

差 別してｌある偏見に気づ

ら互いに助け合う効け省 はいけないことを

できる。 と 楽しく生活で｜知り よさを認め

〃 】 去 個きることがわかる。｜合うことの大切さ

がわかる。

－．９７－

き 他人を差別す

ることなく互いに

認め合うことの大

切さがわかる。



６研究の基本方針

（１）人権教育の課題の明確化と研究組織の有機的な連携

児童・保護者・教職員の実態を把握し，本校の人権教育についての課題を明らかに

し，解決のための全体構想を設定する。全教職員の共通理解のもと，研究組織の有機

的な連携を図って，研究を推進する。

（２）教職員の人権意識の深化

効率的な現職教育の実施と校外研修への積極的な参加に努めることにより，教職員

自身の人権意識を深め，互いの人権感覚を磨き合える教職員体制を作る。また，全教

職員で共通理解を図りながら，本校における人権教育で育てたい能力や態度を明確に

し，「足利市学校同和教育推進の方策」の自校化を図り，子ども一人一人を見つめな

がら日々の教育活動を実践する。

－９８

Ｉ ＯＱｌｌｌ

感
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性

事実を正確に見

抜き 差別に対す

る悲し み や 苦 し

み 怒りを感じる

ことができる。

困っている友達

や寂しがっている

友達に気づき，思

いやることができ

る ◎

相手の気持ちに

なって考え，思い

やりの心をもつこ

とができる。

相手の気持ちや

立場を共感的に理

解し 温かく受け

止めることができ

る 。

判
断
力

物事を科学的．

合理的に考え，正

しく判断すること

ができる。

物事のわけを考

えながら 素直な

気持ちで善悪を判

断することができ

る 。

物事を筋道立て

て考え 友達の言

動に左右されずに

善悪を判断するこ

とができる。

周囲の言動や利

害にとらわれず，

偏見をもつことな

く物事の善悪を正

しく判断すること

ができる。

表
現
力

自分の考えや思

いを 自分なりの

方法で相手にわか

りやすく表現する

ことができる。

相手の話を最後

まで聞いてから，

自分の気持ちや考

えをはっきり話す

ことができる。

相手の伝えたい

ことを正確に聞き

取ろうと努力し

自分の考えをわか

りやすいことばや

文章で表現するこ

とができる。

ち

自分の考えをも

自分の考えと

比べながら相手の

話を聞き，自分の

意見を論理的な文

章やことばで伝え

ることができる。

実
践
力

互いのよさを認

め合い，励まし合

いながら，問題を

解決することがで

きる 。

友達を大切にし，

仲良く協力して活

動することができ

る 。

互いの考えを大

切にし 助け合い

ながら，粘り強く

活動することがで

きる ◎

互いのよさを尊

重し

て

協力し合っ

学校生活など

における問題を解

決することができ

る ◎



（３）学年・学級経営を基盤とする人権教育の日常化

「一人一人の子どもの心の声を感じ取れる教師」を目指して，人権教育の観点から

学年・学級経営計画を見直し，学級における温かな人間関係の醸成に努め，互いに認

め合い支え合う集団づくりを推進し，人権教育の日常化を目指す。また，互いのよさ

を知り豊かな人間関係を築けるよう，学級の諸活動や異年齢集団活動，学校行事等で

一人一人のよさを発揮できる場を意図的に設定する。

（４）人権教育のねらいや内容を明らかにした授業と実践活動の展開

各教科等の特質や児童の発達段階に応じた「育てたい能力・態度」を設定し，人権

教育のねらいや内容を明らかにした授業を展開し，授業で育てた能力や態度が発揮で

きる実践活動の実施方法や効果的な支援のあり方を工夫する。

（５）基礎・基本の定着と学ぶ楽しさが味わえる授業の工夫

１時間１時間の学習内容を精選し基礎・基本の確実な定着を図り，相手を尊重する

聴き方や話し方，科学的・合理的な見方や考え方を育てる。また，個の思いや願いを

生かせる学習の指導法を工夫し，学ぶ楽しさが味わえるようにする。

（６）「心の教育」の推進と道徳の時間の充実

身につけさせたい態度や高めたい心情と関連する道徳の時間の内容項目を選定し，

教科や他の領域との関連を考慮しながら道徳の時間を立案する。心に響く道徳の時間

を展開することにより，豊かな感受性と正しいと思ったことを実践しようとする意志

力を育てる。

（７）保護者・地域への啓発と連携

学校公開や授業参観・学級懇談，学校だより・学年だより等によって啓発活動を充

実させるとともに，地域の人的・物的環境を生かした交流活動を取り入れることによ

って，家庭や地域との連携を深め，同和問題をはじめとする様々な人権に関する課題

の解決を目指しながら人権教育を推進する。

Ⅱ 研 究 内容
１学年・学級経営（低・中・高学年ﾌﾛｯｸ，学年部会，各学級担任．児童指導部，教育相談部）

【ねらい】互いのよさを認め合い励まし合いながら，生き生きと活動できる学年・

学級集団の育成

（１）人権教育推進の方策（チェックポイント）の自校化を推進し，人権教育の観点か

ら学級経営計画の見直しを図り，各学級での実践と支援の実際を記録し評価するこ

とで，常に学級経営の見直しと改善を進める。

（２）「生かしたい児童」については，学級の中で長所や特性を生かす場を設定し，同

学年担当者や教科担任，特別支援教育担当者，外国人児童教育担当者，心の教育相

談員，学びの指導員，教育相談部等と連携を図りながら支援していく。

9９－
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２授業研究（低・中・高学年ブロック，学年部会）

【ねらい】基礎・基本の定着と学ぶ楽しさを味わいながら，合理的なものの見方

考え方や豊かな表現力を身につけられる授業の工夫

（１）基礎・基本の定蒜を図り，個を大切にする指導の工夫

（２）柵手の思いや立場を尊重する聞き方，話し方を身につけさせる指導の工夫

（３）科学的・合理的なものの見方・考え方を身につけさせる指導の工夫

（４）共感的理解を深める指導の工夫

（５）「育てたい能力・態度」を位置づけた研究授業の実践と年間指導計画の改善
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蕊謹零卿

３実践活動（児童集会，縦割り班活動，クリーン御厨，運動会等）

【ねらい】

・自分たちの生活の向上と，身の回りの諸問題を解決するために，粘り強く主体的に

活動できる実践力をもった児童の育成

・相手の気持ちや立場を理解し，互いの良さを認め合い励まし合いながら，問題を解

決していく児童の育成

（１）活動のねらいと「育てたい能力・態度」との関連を明確にした交流活動が展開で

きるよう，実施計画を見直す。（チェックポイントの作成と活用）

（２）各学級で育てられた一人一人の子どもの資質や能力を，多様な集団の中で生かす

支援の仕方を工夫する。

（３）実践活動担当者と学級担任の連挑をI則る。

一でした。中にはまだ使える物もありました。ぼくは，「去年よりゴミがへったな」と思

いました。その時に，町内の人が町をきれいにしようとしているんだな実感しました。
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人権週間の児童の感想

授業参観や車椅子・アイマスク体験後の保護者の声
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４調査・啓発

【ねらい】児童の実態や地域の実情を把握し，人権教育への正しい理解と協力を得

るための啓発を工夫することにより，教職員の人権意識の高揚を図るとと

もに，家庭や地域の教育力を高める

（１）人権教育の推進に役立つ調査内容や方法を検討する。

（２）実態調査の結果を分析し，本校の人権教育が抱えている課題を明らかにする。

（３）人権教育推進のための効果的な啓発方法を工夫する。

（４）教職員の研修のための資料を提供する。

１０３

瀧蕊
ビデオ「純がくれた命」視聴後の感想（５年）
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１ 成栗

（１）教師がチェックポイントを活用し，学校生活・学級経営・授業・交流活動など

で，さらに深い児童理解を心がけたところ，教師が児童一人一人を大切に見てい

こうとする人権尊重の意識が高まった。

（２）異学年や地域の人たちとの体験活動において，学級集団とは異なった場の中でも

互いを思いやり，いたわりあって楽しく活動しようとする児童の姿がみられた。

相手のことを考える言動が少しずつ児童にみられるようになった。

（３）保謹者の人権教育についての理解が深まり，保護者会などでの話題や相談が多

くなったりＰＴＡ活動などでの保護者の協力が大きくなってきた。

２課題

（１）教師の人権に対する認識は深まってきているが，一人一人の児童理解はまだ十分

とはいえない。今後とも，一層計画的継続的に実践を続けていきたい。

（２）異学年や地域の人々との交流活動，人権の視点を取り入れた各種行事や諸活動の

持ち方を，評価方法・評価の観点の見直しを行いながら，正しく判断し，粘り強く

課題を解決しようとする児童の育成を－１Ｗすすめていきたい。

（３）人権教育に対する保護者の理解ある声が多くなってきてはいるものの，教師と保

護者が一層語り合える関係づくりを目指して，今後も，保護者とより強い連携を図

っていく必要がある。
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真下典久
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須永文子
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